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令和6年度
日本弁理士クラブ

事業計画

幹事長　石　橋　良　規

Ⅰ．基本方針
⑴　日本弁理士会の会務運営（人事・政策）を支える。

⑵　一体となって本年度の弁理士会役員選挙に臨む。

⑶　 知財制度、弁理士制度及び弁理士の環境改善に

ついて積極的に提言する。

⑷　日弁構成会派の連携強化を図る。

⑸　魅力ある組織をめざして活動する。

Ⅱ．組織および運営
1．総　会（定時総会　2回）
　　 • 第1回 2024年3月19日（火）

　　 • 第2回 2024年11月21日（木）予定

　　　※役員当選祝賀会と同日に開催予定

2． 例　会（弁理士会総会・常議員会等への対策と
して適宜開催）

3． 幹事会（原則として毎月第3月曜日、その他必
要に応じて随時開催）

　　 • 第1回 2024年1月22日（月）

　　 • 第2回 2024年2月19日（月）

　　 • 第3回 2024年3月18日（月）

　　 • 第4回 2024年4月15日（月）

　　 • 第5回 2024年5月13日（月）

　　 • 第6回 2024年6月17日（月）

　　 • 第7回 2024年7月16日（火）

　　 • 第8回 2024年8月19日（月）

　　 • 第9回 2024年9月17日（火）

　　 • 第10回 2024年10月21日（月）予定

　　 • 第11回 2024年11月11日（月）予定

　　 • 第12回 2024年12月16日（月）予定

4．正副幹事長会（必要に応じて随時開催）

5． 相談役会・常任相談役会（必要に応じて随時開催）
　　［相談役会］

　　 • 第1回 2024年3月13日（水）

　　 • 第2回 2024年8月27日（火）

　　 • 第3回 2024年11月20日（水）予定

Ⅲ．活動
1． 総会・例会の開催・運営

2． 相談役・常任相談役の選任

3． 相談役会の開催

4． 日弁五派交流事業の企画・開催

5． 委員会の委員選任・諮問事項の決定

6． 人事の調整・決定

7． 行事の企画・立案・実行

8．  日本弁理士会（関東会を含む）委員会委員の

推薦

9． 日本弁理士会との連携・協議・調整

10． 会内各派との連携・協議・調整

11． 会外団体との連携・協議・調整

12． その他

Ⅳ．委員会等活動
1．政策委員会
　①  【委嘱】会長候補予定者およびその会派との政

策（マニフェスト）の検討

　②  【委嘱】鈴木会長のR5年度の政策概要及びR6年

度事業計画概要のまとめ（HPのアップデート）

　③  【委嘱】日本弁理士会又は日本弁理士クラブ幹

事会からの検討依頼事項への対応

　④  【委嘱】日本弁理士会執行役員会への政策的サ

ポート（事業計画、総会議案等）

　⑤  【委嘱】知的財産制度、弁理士制度、弁理士の

業務環境改善（弁理士法に規定されていない

業務への進出を含む）についての検討

　⑥  【委嘱】日本弁理士会のあるべき姿と長期的政

策（10年後を見据えて）の検討

令和６年度会務・会計中間報告



41

【特に注力する事項】

上記①については、特に注力する。

具体的には、会長候補予定者が仮に日弁以外から

出た場合であっても、マニフェストの作成には積

極的に関与する（最大会派であり、過去に最も会

長を擁立してきた会派としての自負を持ち、責任

を果たす）。

また、上記⑥についても、何らかのアウトプット

ができるように注力する。

検討すべきテーマは多岐にわたり難しい面もある

が、将来の弁理士会が目指すべき方向性について

は、日弁全体として検討をし続ける必要がある。

2．協議委員会
　①  【委嘱】2024年度日本弁理士会、役員定時選挙

への対応

　②  【委嘱】2024年度日本弁理士会、会長候補者又

は正副会長候補者の紹介イベントの企画・実施

【特に注力する事項】

上記①については、特に注力する。

今年度は「会長選挙」があるため、その候補者選

定については各派の意見をしっかりと聞きながら

迅速に進める必要がある。

また、日弁の独りよがりとならぬよう、西日本弁

理士クラブや弁理士連合クラブとも対話をしつつ

ことを進めるようにする。

3．研修委員会
　①  【委嘱】日本弁理士会認定外部機関としての研

修の企画・立案・実行

　②  【委嘱】前項以外の研修の企画・立案・実行

　③  【委嘱】特定侵害訴訟代理業務試験対策研修会

の実施（実施可否の検討も含む）

4．会報委員会
　①  【委嘱】会報の企画・制作・発行

　②  【委嘱】広報委員会との連携（会報のHP掲載、

その他の情報共有）

5．広報委員会
　①  【委嘱】日弁ホームページの管理・更新

　②  【委嘱】会報委員会との連携（会報のHP掲載、

その他の情報共有）

6．規約委員会
　日本弁理士クラブ幹事会からの検討依頼事項が発

生した段階で組織編成の予定

Ⅴ．行　事
1．次年度執行部の紹介イベント
 2024年3月19日（火）

2．テニス大会
  2024年10月5日（土）を予定していたが、会場

の都合により本年度は中止となった。

3．旅行会
  2024年6月22日（土）～23日（日）栃木県　鬼怒川温泉

4．ゴルフ大会
  2024年6月23日（日）鬼怒川カントリークラブ

5．研修会
 2024年9月6日（金）

 　 特定侵害訴訟代理業務試験対策講座（on-line

講座および通信講座）

 　 講師：弁護士・弁理士　石神恒太郎　先生

 2024年10月1日（火）

 　新しい意匠を出願する際の留意点（リアル講座）

 　講師：弁理士　安立卓司　先生

6．5派リレーマラソン大会
 2024年11月17日（日）予定

7．役員選挙当選祝賀会
 2024年11月21日（木）予定

8．ボーリング大会
 2024年12月3日（火）予定
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組織と活動

副幹事長　大　塚　啓　生

（令和6年8月30日現在）

Ⅰ．日弁役員
幹事会

　幹事長 （南甲）石橋　良規

　副幹事長 （ＰＡ）鈴木　大介  〔広報・会報・旅行

（主）・ボウリング〕

 （春秋）藤村　明彦 〔政策・テニス〕

 （南甲）大塚　啓生  〔 庶 務・総 会・相

談役会・幹事会・

協議〕

 （無名）石原　進介  〔会計・旅行（副）・

ゴルフ〕

 （稲門）松橋　純裕  〔研修・慶弔・マラ

ソン〕

　幹　事 （ＰＡ）坂本　智弘　　山本　修

 （春秋）榛葉　貴宏　　服部　謙太朗

 （南甲）佐藤　雄哉　　森　貴信

 （無名）金山　義信　　今村　秀世

 （稲門）横山　麻理子　本間　憲之

　会計監事 （春秋）吉田　信彦

 （稲門）寺尾　康典

Ⅱ．日弁委員会
1．政策委員会（担当副幹事長　藤村　明彦）
　政策委員長 （春秋）長濱　範明

　副委員長 （ＰＡ）渡邉　伸一

 （春秋）須藤　晃伸

 （南甲）千且　和也

 （無名）和田　光子

 （稲門）市川　ルミ

委　員 （ＰＡ） 高橋　雅和　堀籠　佳典 

宗像　孝志

 （春秋）高橋　昌義　徳本　浩一

 （南甲）河野　生吾　佐々木　香織

 （無名）安立　卓司　金森　寛

 （稲門）大貫　敏史　筆宝　幹夫

2．協議委員会（担当副幹事長　大塚　啓生）
　協議委員長 （南甲）伊丹　勝

　副委員長 （ＰＡ）坂本　智弘

 （春秋）太田　昌孝

 （南甲）津田　理

 （無名）篠原　淳司

 （稲門）藤坂　恭史

　委　員 （ＰＡ）帯包　浩司　武田　雄人

 （春秋）高城　貞晶　平山　淳

 （南甲）井上　佳知　藤沢　昭太郎

 （無名）齋藤　康　　本間　博行

 （稲門）西村　公芳　中村　聡

3．研修委員会（担当副幹事長　松橋　純裕）
　研修委員長 （稲門）中村　恵子

　委　員 （ＰＡ）亀山　育也　　田中　有希

 （春秋）篠森　重樹　　四野宮　隆紘

 （南甲）飯村　重樹　　木下　智文

 （無名）増田　綾香　　大島　直人

 （稲門）小田切　康人　廣橋　武

4．会報委員会（担当副幹事長　鈴木　大介）
　会報委員長 （ＰＡ）生塩　智邦

　委　員 （ＰＡ）樋口　喜弘　岡田　健太郎

 （春秋）山川　啓　　上野　勝也

 （南甲）林　裕己　　川村　健人

 （無名）関　誠之　　松田　隆子

 （稲門）松田　真　　伏見　祥子

5．広報委員会（担当副幹事長　鈴木　大介）
　広報委員長 （ＰＡ）前田　大輔

　委　員 （ＰＡ）谷水　浩一　　安高　史朗

 （春秋）井伊　正幸　　古野　裕介

 （南甲）大坂　尚輝　　平井　沙恵子

 （無名）竹山　尚治　　金森　寛

 （稲門）綾木　健一郎　岡田　薫
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Ⅲ．日弁相談役会（担当副幹事長　大塚　啓生）
　常任相談役 （ＰＡ）渡邉　敬介

 （春秋）清水　善廣

 （南甲）伊丹　勝

 （無名）筒井　大和

 （稲門）杉村　純子

　相談役 （ＰＡ） 浅村　皓　　　谷　義一 

大西　正悟　　岡部　讓 

村木　清司　　福田　伸一 

本多　敬子

 （春秋） 佐藤　辰彦　　篠原　泰司 

波多野　久　　西島　孝喜 

木戸　良彦

 （南甲） 樺澤　聡　　　久保　司 

高橋　三雄　　野本　陽一 

真田　有　　　中村　仁

 （無名） 下坂　スミ子　水野　勝文 

鈴木　一永　　羽鳥　亘

 （稲門） 宇野　晴海

Ⅳ．日本弁理士会役員
1．執行役員会
　会　長 （無名）鈴木　一永

　副会長 （ＰＡ）鶴谷　裕二

 （春秋）岩倉　民芳

 （南甲）服部　秀一

 （無名）米山　尚志　香坂　薫

　執行理事 （ＰＡ）本多　敬子　篠原　卓宏

 （春秋）高橋　昌義　栗原　弘

 （南甲）吉井　雅栄　椿　和秀

 （無名）黒川　恵　　高松　俊雄

 （稲門）中村　恵子　飯塚　健

2．常議員会
　1年度 （ＰＡ） 山本　修　　　清水　義憲 

武田　雄人

 （春秋） 吉田　信彦　　河野上　正晴 

徳本　浩一　　荒井　滋人 

垣見　茂樹

 （南甲） 蔵田　昌俊　　椿　和秀 

佐々木　香織　弓削田　博 

井上　敬也

 （無名）須藤　雄一　　本間　博行

 （稲門）大西　達夫

　2年度 （ＰＡ） 稲葉　良幸　　長谷川　綱樹 

杉村　光嗣　　田中　有希 

前田　大輔

 （春秋） 堀田　幸裕　　高石　秀樹 

中村　祥二　　藤田　貴男 

岡本　武也

 （南甲） 飯村　重樹　　桐山　大 

伊丹　壮一郎

 （稲門）角田　朗

3．監事会
　1年度 （春秋）青木　篤

 （南甲）井上　春季

 （無名）峯　唯夫

　2年度 （ＰＡ）足立　泉

 （南甲）松浦　喜多男

 （稲門）細田　浩一

以上
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令和6年度
総会承認事項

副幹事長　大　塚　啓　生

第1回定時総会
日　時　：令和6年3月19日（火）

　　　　　午後6時00分～ 7時00分

会　場　：弁理士会館2階　AB会議室

（1） 令和5年度日弁事業報告の承認を求める件
　　→ 　 鈴木大介副幹事長による説明、報告の後、

賛成多数により承認された。

（2） 令和5年度日弁決算報告の承認を求める件
　　→ 　 石原進介副幹事長による説明、報告の後、

賛成多数により承認された。

（3） 令和6年度日弁事業計画の承認を求める件
　　→ 　 石橋良規幹事長による説明の後、賛成多数

により承認された。

（4） 令和6年度日弁予算の承認を求める件
　　→ 　 石橋良規幹事長による説明の後、賛成多数

により承認された。

（5）  令和6年度日弁予算の予備費の取り崩しに関
し幹事会への一任についての承認を求める件

　　→ 　 石橋良規幹事長による説明、報告の後、賛

成多数により承認された。

（6）  令和7年度日本弁理士会（関東会を含む）役
員推薦に関し幹事会への一任についての承
認を求める件

　　→ 　 石橋良規幹事長による説明の後、賛成多数

により承認された。

 以上
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令和6年度
日本弁理士クラブ
研修委員会報告

研修担当副幹事長　松　橋　純　裕

　本年度は、例年に倣い、1）日本弁理士会の単位が

付与される研修、2）単位付与にかかわらない研修、

及び、3）特定侵害訴訟代理付記試験（以下、「付記試

験」という。）対策関連の研修の3つの研修について、

開催の検討を行いました。

　なお、本年度の研修委員会は、以下の11名の委員

で構成されています。

研修委員会委員（敬称略）
　委員長　（稲門）　中村　恵子

　　　　　（ＰＡ）　亀山　育也　　田中　有希

　　　　　（春秋）　篠森　重樹　　四野宮　隆紘

　　　　　（南甲）　飯村　重樹　　木下　智文

　　　　　（無名）　大島　直人　　増田　綾香

　　　　　（稲門）　小田切　康人　廣橋　武

1．単位付与研修会
　本年度は、安立卓司先生をお招きし、以下の集合研

修を企画・運営しました。当日は、多くの先生方のご

参加を賜り、盛況のうちに終了しました。研修後は、

講師の先生も交えた懇親会を開催しました。

　日　時　　2024年10月1日（水曜日）

　場　所　　弁理士会館　3階A・B

　題　目　　 「新しい意匠」を出願する際の留意点」

　講　師　　弁理士　安立　卓司　先生

2．付記試験・過去問解析講座
　本年度は、昨年度までと同様、弁護士・弁理士の石

神恒太郎先生をお招きし、以下の研修の企画・運営を

行いました。たくさんのお申し込みをいただきました。

　日　時　　2024年9月6日（金曜日）

　場　所　　オンライン（Zoom）

　題　目　　「令和4年度第1問、第2問解説」

　講　師　　弁護士・弁理士　石神恒太郎先生

3．付記試験・通信講座
　上記のオンライン講座とともに、付記試験対策用

の通信講座として、令和4年度・令和2年度・平成30

年度のそれぞれ第１問、第２問の解説を申込者に提

供しました。

4．その他の研修について
　委員会内での協議の結果、2つ目の研修開催を断念

しました。

5．おわりに
　本年度の研修委員会の定例会議は、オンライン

ミーティングあるいはメール審議といたしました。

効率的な運営ができていたものと感じております。

中村委員長を始めとして、研修を企画・運営いただ

いた研修委員会の先生方に、紙面をお借りして、厚

く御礼申し上げます。

　コロナウイルス感染症の状況に鑑み、昨年度まで

は、オンラインでの研修を実施して来ましたが、本

年度の通常研修は集合研修に戻しました。集合研修

は研修会後に懇親会を開催できるなど、日本弁理士

クラブの活動をアピールできる良い機会となります

が、参加場所に自由度があるオンライン研修も付記

試験対策講座では好まれています。

　今後も、それぞれのメリット・デメリットを考慮

の上、会員の先生方にとって有意義な研修を企画し

ていきたいと考えています。今後とも宜しくお願い

致します。

 以　上



46

令和6年度
日本弁理士クラブ
予算の紹介

令和6年度会計担当副幹事長

石　原　進　介

　コロナ禍が終わり、いつもの日常の風景を取り戻

そうという動きの中で、今年度は、日弁旅行会を温

泉地で開催し、夜の宴会を以前の「the宴会」の形

式で行うべく、予算取りをしました。また、昨今の

物価高の影響もあって、例年よりも旅行会の予算は

多めとさせていただきました。

　本年度は会長選挙の年に当たるためそのための予

算も計上しています。

　各単位会派から頂いた分担金を適切に執行し、日

本弁理士クラブの発展のために有効に使用させて頂

きますので、会員の先生方のご理解・ご協力を、何 

卒よろしくお願い申し上げます。

 （単位：円）

　収入の部 
　　前年会計からの繰越金 5,183,765

　　各クラブ分担金 2,500,000

　　利息 30

　　2023年活動準備費（前年より） 300,000

　　その他 －

　　合計 7,983,795

（単位：円）

　支出の部 

　　例会・総会 200,000

　　幹事会 500,000

　　会報委員会 1,000,000

　　協議・選対委員会 3,000,000

　　政策委員会 200,000

　　規約委員会 0

　　広報委員会 200,000

　　研修委員会 200,000

　　相談役会 100,000

　　旅行会 1,100,000

　　旅行会ゴルフ大会補助 50,000

　　ボウリング大会補助 50,000

　　テニス大会補助 50,000

　　リレーマラソン補助 50,000

　　庶務 30,000

　　慶弔費 150,000

　　渉外・交通 500,000

　　幹事長渉外費 200,000

　　PG/WG活動費 0

　　次年度活動準備費 300,000

　　予備費 103,795

　　合計 7,983,795

 以上
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令和6年度
日本弁理士クラブ
政策委員会中間報告

政策委員長　長　濱　範　明

1．委員会の構成
　令和6年度の日本弁理士クラブ政策委員会は、以

下のメンバー（順不同、敬称略）で構成されています。

　委員長

　　長濱　範明（春秋）

　担当副幹事長

　　藤村　明彦（春秋）

　副委員長

　　渡邉　伸一（ＰＡ）　　須藤　晃伸（春秋）

　　千且　和也（南甲）　　和田　光子（無名）

　　市川　ルミ（稲門）

　委員

　　高橋　雅和（ＰＡ）　　堀籠　佳典（ＰＡ）

　　宗像　孝志（ＰＡ）

　　高橋　昌義（春秋）　　徳本　浩一（春秋）

　　河野　生吾（南甲）　　佐々木香織（南甲）

　　金森　　寛（無名）　　安立　卓司（無名）

　　大貫　敏史（稲門）　　筆宝　幹夫（稲門）

2．委嘱事項について
　本年度の事業計画において政策委員会に対して委

嘱された事項は以下の通りです。

【委嘱事項1】
　会長候補予定者及びその会派との政策（マニフェ

スト）の検討

【委嘱事項2】
　鈴木会長の令和5年度政策概要及び令和6年度事業

計画概要のまとめ（日弁HPのアップデート）

【委嘱事項3】
　日本弁理士会又は日本弁理士クラブ幹事会からの

検討依頼事項への対応

【委嘱事項4】
　日本弁理士会執行役員会への政策的サポート（事

業計画、総会議案等）

【委嘱事項5】
　日本弁理士会のあるべき姿と長期的政策（10年後

を見据えて）の検討

3．活動報告（令和6年9月までの中間報告）
　本年度は、令和6年3月4日（月）の第1回委員会で立

上げ、その後、月1回のペースで開催して以下の通り委嘱

事項等について検討及び対応してきました。毎回、石橋

幹事長、大塚庶務担当副幹事長、藤村政策担当副幹

事長にも出席いただき、副委員長及び委員の出席率も高

く、全員参加型の議論を中心に活発に活動しています。

【第1回】　3月 4日 （月）＜リアル開催：出席19、欠席1＞

　＊役割分担、委嘱事項の説明と進め方の検討、等

【第2回】　4月 10日 （水）＜Web開催：出席18、欠席2＞

　＊ 委嘱事項5における検討テーマの選定と進め方

の検討、等

【第3回】　 5月 8日 （水）＜ハイブリッド開催：出席18

（内Web2）、欠席2、ゲスト［役員］7＞

　＊ 鈴木一永会長の政策の実行状況と実行予定につ

いての報告及び質疑応答

【第4回】　 6月 12日 （水）＜ハイブリッド開催：出席

18、欠席2、ゲスト［西弁］9（内Web4）＞

　＊ 北村修一郎先生による政策案の説明及び質疑応答

【第5回】　 7月 10日 （水）＜ハイブリッド開催：出席21

（内Web2）、欠席0、ゲスト［西弁］11（内

Web5）、ゲスト［連合］28（内Web12）＞

　＊ 第1回三派合同政策検討会（北村修一郎先生の

政策案のブラッシュアップ）

【第6回】　 8月 7日 （水）＜ハイブリッド開催：出席25

（内Web2）、欠席3、ゲスト［西弁］9（内

Web6）、ゲスト［連合］21（内Web10）＞

　＊ 第2回三派合同政策検討会（北村修一郎先生の

政策案のブラッシュアップ）

【第7回】　 9月 4日 （水）＜ハイブリッド開催：出

席18（内Web4）、欠席2＞

　＊ 委嘱事項5の検討テーマ「会務活動活性化」に

ついての検討、等

（1）委嘱事項1について
　次期会長選挙に関し、西日本弁理士クラブ（西弁）

が擁立予定の北村修一郎先生を日弁として推薦する
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ことが正式に決定された後、日弁として北村修一郎

先生の政策案（マニフェスト案）の検討に加わらせ

ていただけるよう西弁へ要望し、6月12日（水）の第

4回委員会において北村修一郎先生から直接政策案

の説明を受け、質疑応答を通じて活発な議論をする

ことができました。

　さらに、北村修一郎先生の政策案を共に検討する

ことに弁理士連合クラブ（連合）の賛同も得ること

ができ、日弁と西弁に連合も加わって三派で政策協

議する場を実現することができました。

　具体的には、西弁の政策案について日弁各派及び

連合がそれぞれ事前に検討したうえで7月10日（水）

に第1回三派合同政策検討会を開催し、日弁、西弁、

連合の総勢60名で検討し、多岐にわたる意見を、採

否は西弁に一任することを前提に日弁及び連合から

西弁に伝えることができました。

　そしてさらに、その結果を踏まえて西弁がバージョン

アップした政策案を日弁各派及び連合が事前に検討し

たうえで8月7日（水）に第2回三派合同政策検討会を開

催し、日弁、西弁、連合の総勢55名で再び検討し、政

策案を三派でブラッシュアップすることができました。

（2）委嘱事項2について
　執行役員会が令和5年度に実行した政策の概要と

令和6年度に計画している事業計画の概要を、鈴木一

永会長の出身会派である無名会の政策委員会に取り

纏めていただき、日弁ホームページに掲載しました。

（3）委嘱事項3について
　執行役員会により開催された5月15日（水）の三

派説明会に政策委員会のメンバーも出席し、令和6

年度の事業計画・予算・重点施策、事務総長に関す

る例規改正への協力要請等について説明を受け、そ

の場で執行役員会に意見を伝えました。

　さらに、執行役員会により開催された8月7日（水）

の三派説明会に政策委員会のメンバーも出席し、令

和6年度の事業計画の進捗状況、事務総長に関する

公募や例規改正の方向性等について説明を受け、そ

の場で執行役員会に意見を伝えました。

（4）委嘱事項4について
　5月8日（水）の第3回委員会に、鈴木一永会長及

び日弁所属の副会長5名全員（香坂薫副会長、米山

尚志副会長、岩倉民芳副会長、服部秀一副会長、鶴

谷裕二副会長）と、前年度官房役副会長であった黒

川恵執行理事にお出でいただき、鈴木一永会長の政

策（特に、日弁政策委員会が検討に積極的に関与し

た政策）についての実行状況と実行予定について説

明を受け、質疑応答を通じて活発な議論をしました。

（5）委嘱事項5について
　日本弁理士会のあるべき姿と長期的政策（10年後

を見据えて）の検討テーマとして「会務活動等の活

性化」を選定しました。実質的な検討は9月4日（水）

の第7回委員会以降になりますが、何かしらのアウ

トプットを出す方向で積極的に検討して参ります。

4．おわりに
　本年度は、日弁協議委員会を中心に次期会長候補

の擁立に関し慎重に検討された結果、日弁としては

擁立せず、西弁が初めて擁立する会長候補を推薦す

ることが決定されました。それを受けて、日弁と西

弁に連合も加わって三派で政策協議する場の実現を

模索し、次期会長候補予定者の政策案（マニフェス

ト案）を三派でブラッシュアップできたことは、会

務運営の三派協力体制をより強固なものとしていく

うえで必ずや有益であろうと確信します。

　このように次期会長候補予定者の政策案を練り上げ

る過程で三派でブラッシュアップするということはおそ

らく初の試みで、短期間での複数回にわたる検討と修

正にはかなりの労力を要するものでしたが、三派の経

験豊富な関係者全員が真剣にかつ前向きに検討したか

らこその意見が多岐にわたって抽出されたことは貴重

であり、さらにここで三派が協力したことは今後の会務

運営における三派の協力体制にも生きていくはずです。

　このような試みを受け入れてくれた西弁の懐の深

さと、趣旨を理解し早期に賛同してくれた連合の協

力に、そして、短期間で複数回にわたって検討いた

だいた日弁各派の政策関係者各位に、紙面をお借り

して改めて感謝申し上げます。

　政策委員会では、残りの数カ月も精力的に活動し

て参りますので、今後ともどうぞよろしくお願い申

し上げます。

 以上
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【叙勲のうち旭日章】（弁理士業務功労）
　旭日中綬章　　清水　善廣

　旭日双光章　　加藤　朝道

【叙勲のうち瑞宝章】（経済産業行政事務功労）
　瑞宝中綬章　　高倉　成男

　瑞宝中綬章　　小椋　正幸

【褒章】（弁理士業務功績）
　黄綬褒章　　　丸岡　裕作

� （敬称略）

令和6年春の叙勲・褒章受章者
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令和6年度
日本弁理士クラブ
旅行会報告

令和6年度旅行会担当副幹事長　

鈴　木　大　介

　旅行会と言えば、温泉に入って美味しいものを食

べ、お酒を飲んで語らう！　ということで、本年度

の日本弁理士クラブ（以下「日弁」）旅行会は、関

東屈指の温泉地として名高い鬼怒川温泉を目的地に

選びました。コロナ禍後に初めて復活したThe温泉

旅行というわけです。宿泊先は鬼怒川温泉駅から徒

歩5分とアクセスも抜群でした。また2日目のオプ

ションツアーとして、ゴルフ大会（鬼怒川カントリー

クラブ）と観光（日光東照宮）を行いました。

開催日　2024年6月22日（土）～ 23日（日）

宿泊先　鬼怒川パークホテルズ

　　　　http：//www.park-hotels.com/index.html

　　　　〒321-2522

　　　　栃木県日光市鬼怒川温泉大原1409

　　　　東武鬼怒川線「鬼怒川温泉駅」より徒歩5分

6月22日（土）　晴れ
　参加者105名（日弁75名、その他30名）でした。

日弁以外の会派にも人数制限なく参加募集したとこ

ろ、このように大勢の方々にご参加いただき、日弁

幹事会一同、感謝に堪えません。往復の交通手段と

しては東武鉄道の特急が便利ですが、ノスタルジッ

クな雄姿が人気の「SL大樹」を利用してのんびり

鬼怒川温泉駅まで来られた方もおられました。

　鬼怒川温泉は江戸時代に発見され、古くは日光詣

帰りの大名や僧侶のみが利用していた由緒正しい温

泉です。猿も出没する自然に囲まれた露天風呂で、

肌にやさしい源泉100％の湯を楽しんだ後、宴会と

なりました。

●宴会

　記念撮影のあと、石橋良規日弁幹事長、日本弁理

士会会長の鈴木一永先生、西日本弁理士クラブ幹事

長の中川雅博先生、弁理士連合クラブ幹事長の笹野

拓馬先生にご挨拶をいただき、日弁常任相談役の伊

丹勝先生に乾杯のご発声をいただきました。
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　歓談しつつ、各会派の幹事長に参加メンバーの紹

介をいただき、大変盛り上がりました。また南甲弁

理士クラブの河野誠先生からは、令和7年度日本弁

理士会役員選挙に会長候補として出馬予定の北村修

一郎先生（西日本弁理士クラブ）を激励するため、

「よさこい」がサプライズで披露され、たくさんの

手拍子と声援が飛びました。

　2次会はホテル内のカラオケクラブに移動し、日

弁相談役の本多敬子先生に開会のご挨拶をいただ

き、日弁幹事の坂本智弘先生の司会で、各会派対抗

のカラオケ大会となりました。三派の幹事長を皮切

りに皆さんに歌っていただき、大いに盛り上がりま

した。

　さらに3次会部屋にも20名程度の皆様においでい

ただき、深夜まで歓談は続きました。

6月23日（土）　曇りときどき雨
●ゴルフ大会（参加者27名、鬼怒川カントリークラブ）

　朝食後にホテルをバスで出発し、至近の鬼怒川カ

ントリークラブまでは10分のドライブでした。あい

にくの空模様で、最終組だけは雨に降られたもの

の、何とか天気はもち、プレーも盛り上がったとの

ことでした。キャディ不足ですべての組にキャディ

が付けられなかったり、当日の人数変更で組み合わ

せを急遽変更する必要が生じたり、ゴルフ大会ご担

当の石原進介日弁副幹事長には、様々なご苦労をお

かけしました。有難うございました。表彰式の後、

ゴルフ場からは2台のバスに分乗し、新高徳駅（東

武鉄道）と宇都宮駅（JR）に移動して解散となり

ました。

●観光（参加者35名、日光東照宮）

　朝食後にホテルをバスで出発し、日光東照宮まで

約40分のドライブでした。日光開山の祖、勝道上人

が信仰していた仏像が世界遺産登録25周年を記念し

て初めて公開されている最中であり、この点で幸運

でした。雇ったガイドさんが弁の立つ方で、魔よけ

のお札や念珠の価値を巧みに説明されたため、多く

の方が購入していました（笑）。観光組も幸い雨に

は降られず、拝観後にバスへ向かう途中で待ってい

たように雨が降り出したのを覚えています。ランチ

会場へ移動して栗おこわのランチを楽しみ、JR日光

駅・東武日光駅までバス移動して解散となりました。

その他
　鬼怒川には、ホテルから徒歩で行けるところに鬼

怒楯岩大吊橋（きぬたていわおおつりばし）などの

吊橋がかかっていて、鬼怒川の清流と温泉街を見お

ろす絶景を満喫できました。筆者も同部屋の皆さん

と小雨のなか鬼怒川沿いの道を散策し、かつて隆盛

を誇った温泉ホテルの廃墟などを見て回りました。

　なお今回、一人部屋を希望する方が計13名と予想

以上に多くおられ、部屋数が足りず、うち8名の方々

に、近隣系列ホテルに宿泊いただくこととなってし

まいました。一人部屋をもっと多く確保しておくべ

きだったことが反省点です。

　来年の日弁旅行会も、楽しみにしております！
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令和6年度
日本弁理士クラブ
ゴルフ大会報告

令和6年度ゴルフ大会担当副幹事長

石　原　進　介

　今年度の日弁ゴルフ大会は、6月22日から一泊二日

で開催された日弁旅行会（＠鬼怒川温泉）にあわせ

て、栃木県にある「鬼怒川カントリークラブ」にて

開催いたしました。ホテルからバスで10分程度とホ

テルからのアクセスの良いゴルフ場でした。

　ゴルフ場についた時は、雨が少し降っていました

が、石橋良規日弁幹事長（別名：奇跡の晴男）の神

通力により、スタートする頃には、雨が止みました。

　参加者は合計27名でOUT4組・IN3組の計7組で行

われました。コースは、SL機関車が近くを走る音

が聞こえたり、近くを流れる鬼怒川のせせらぎの音

が聞こえたりと、風光明媚なコースでした。

　午後も途中までは雨は降っていなかったのです

が、最初の組の石橋幹事長がホールアウトすると、

雨が降ってきてしまい、後ろの組は最後の方のホー

ルではかなりの雨の中でのプレーとなってしまいま

した。石橋幹事長を最後の組にすべきでした…。

　さて、表彰式ですが、今年度は、日弁会員である

鈴木一永日本弁理士会会長から寄付をいただいたお

かげで、日本弁理士会会長賞を設けました。また、

大会の景品を例年よりも豪華にすることができまし

た。鈴木一永日本弁理士会会長には、この場を借り

て改めて御礼申し上げます。

　競技結果ですが、主な受賞者は次の通りです（敬

称略）。

＜順位＞ ＜氏名＞ ＜グロス＞＜ネット＞
優　勝 ジョン　ウォンギ 100 72.4

準優勝 田中　達也 80 74.0

３　位 小澤　壯夫 91 74.2

ベスグロ賞 田中　達也 80 74.0

＜特別賞＞
・ 日弁幹事長賞（バッシーなので8位と4位（！））

４　位 中川　雅博 91 74.2

８　位 荻　　弥生 99 75.0
・ 日本弁理士会会長賞（1922年に弁理士会が設立さ

れたので22位）
22　位 太田　昌孝 98 80.0

　賞品は、優勝が松坂牛、日本弁理士会会長賞が電

化製品9種コース、日弁幹事長賞が素敵なゴルフボー

ル、など、豪華に取り揃えました。

　小生はというと、見事にBM賞を頂戴しました。

幹事を務めさせていただいたので、一番下の順位か

らおもてなしの心で皆様を見守っておりました。

　といった感じで、今年度のゴルフ大会を無事に終

えることができました。関係者の皆様にはこの場を

借りて厚く御礼申し上げます。

＜朝の集合写真＞

石橋幹事長より目録を渡されるジョン ウォンギ先生（優勝）
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テニス担当副幹事長

藤　村　明　彦

テニス大会中止のご報告
　本年度は、10月に例年の開催場所である高輪テニ

スセンターでテニス大会を開催する予定でした。し

かしながら、8月に入り高輪テニスセンターで10月か

ら長期大規模工事が行われることが同テニスセン

ターから通達され、同テニスセンターでの開催は断

念致しました。

　他のコートでの代替開催も検討致しましたが、条

件に合うコートが見つからなかったため、今年度の

テニス大会の開催はやむなく見送ることに致しま

した。

　来年度以降、またテニス大会を開催する予定でご

ざいますので、テニス愛好家の皆様のご参加を心よ

りお待ち申し上げております。

　なお、開催見送りということにはなりましたが、

開催へ向けてご尽力いただいた日弁テニス大会関係

者の皆様、特にコートとの折衝にあたっていただき

ました無名会の土井健二先生に深く感謝申し上げ

ます。

 以上




